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概要：戦前から子どもの本の出版・編集・翻訳にかかわってきた石井桃子は、数多くの海
外児童文学の編集・翻訳で知られるが、エッセイ等において児童図書館についての言及も
多くみられる。さらに自身による家庭文庫の実践は社会に大きな影響を与えた。本研究で
は、特に初期の業績をレビューし、石井の図書館とのかかわりを振り返った。児童図書出
版にかかわる初期に出会った米国の児童図書館員による児童文学批評や、海外視察時にお
ける児童図書館関係者との面会が、石井の、図書選択力・批評力を重視した児童図書館像・
児童図書館員の仕事観を作り上げてきた。それを基礎に据えて児童図書出版・編集に取り
組む石井の姿勢が、児童図書に関しての石井の著作や子ども文庫への信頼感をはぐくんで
きたといえる。 
 
１はじめに 
 石井桃子は、戦前から子どもの本の出版、
編集にかかわり、『岩波少年文庫』や『岩波の子
どもの本』の発刊の中心人物であった。また、
「くまのプーさん」や「ピーターラビット」シ
リーズをはじめとする海外児童文学の翻訳も多
く手掛けており、その翻訳書・著書は200タイ
トルに及ぶ。仕事の内訳としては児童文学の翻
訳が最も多いが、一方、『子どもの図書館』『児
童文学の旅』などのエッセイ等において、図書
館についての言及も多くみられる。 
翻訳者・著作者として出発し編集者としての
仕事をなした石井桃子は、なぜ児童図書館に注
目したのだろうか。 
本稿では、主に児童図書の作り手として活躍
した石井桃子の業績をレビューしながら、石井
と図書館の関係を振り返り、石井の児童図書館
観を作り上げ、児童図書出版の礎としたものに
ついて考察する。 
  
２研究の枠組み 
 本研究は以下の枠組で述べる。 
1 本研究の目的 
２ 石井桃子の業績 
３ 石井桃子と児童図書館とのかかわり－石井
の児童図書館観を形作ったもの 
 ・Realms of Gold in Children’s Books 
・ヒューインズのブックリスト 
・海外視察での児童図書館員との面会 
・かつら文庫での実践 
４ まとめ 
 
３石井桃子の業績 
3.1 児童文学との出会い 
  石井桃子は、1907（明治 40）年、埼玉県
の浦和に誕生、6 人きょうだいの末っ子として
育った。小学校以前の幼少の記憶は作品『幼も
のがたり』に残しており、姉に昔話をきかせて
もらったことなどが綴られている。 
エッセイでは小学校時代の「児童文庫」にふ
れて1,2、小学校 2 年生頃自身が学級文庫を利用
していたことを述懐し、自身が幼少期から本に
親しんでいたこと、そしてまた身近に本を借り
る機会のあったことの幸せを語った。 
日本女子大英文科の学生であったころから、
文藝春秋社の菊池寛のもとで働くようになって
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いた石井は、菊池の紹介で当時の首相犬養毅宅
の書庫整理に行く。1933（昭和8）年毅の孫へ
のクリスマスプレゼントであった熊のプーの英
語本をその場で訳しながら読んで聞かせたとこ
ろから、「熊のプーさん」との出会いが始まった
ことは、石井自身がエッセイで詳しく述べてい
る3。後にこれを翻訳書として出版すると（1940
（昭和 15）年）、それは当時の敵国の本であっ
たにもかかわらず人気を博したという4。 
文藝春秋の中での戦争をめぐる議論の末、「戦
争に反対する石井先生は文春をおやめになり」5、
1934（昭和9）年新潮社にうつって、山本有三
のもとで新潮社の「日本少國民文庫」の編集・
翻訳に携わった6。文芸春秋ならびに新潮社時代
に、井伏鱒二のほか川端康成、横光利一等多く
の作家や編集者との出会いは、文章表現や編集
者としての姿勢を学ぶ機会となったとされる7。 
石井は、1938（昭和 13）年犬養家の書庫を
借りて、白林少年館という児童図書館を試みて
いる。石井 31 歳の頃である。石井のいう「ふ
たつのしたいこと｣の 1 つが、子どもの図書室
をつくることであり、「一時はずいぶんこの計画
に熱中した」という8。 
「自分の児童図書館に来る子どもに質の良い
児童文学を紹介したい。でもめがねに適う作品
はなかなか見つからない。そこで本の出版に取
り組」9んだとされる。白林少年館の出版事業と
して『ドリトル先生』（井伏鱒二訳）、『たのしい
川べ』（中野好夫訳））という2冊の翻訳児童文
学を出版した。『ドリトル先生』は石井が自分の
図書室用にと下訳をして、井伏に翻訳を頼んだ
ものであった10。 
しかし、「そのうち戦争がだんだんひどくなり、
そのほかにも困難なことがたくさん出てきて、
その部屋は半分できかけて、子どもたちも集ま
るようになってから、立ち消えた」11とあるよ
うに、戦況悪化のため出版業も図書室も断念し
た。 
 
3.2 児童文学の編集 
食糧難から 1945（昭和 20）年宮城県に移住
し、開墾農業生活を始めた。「ふたつのしたいこ
と｣のもう一つに農場経営を挙げていたように、
ノンちゃん牧場の経営は石井にとって一時的な
疎開や食料対策ではなく、本格的な農業生活を
志す本格的な試みであったようだ12。しかし、
終戦後には児童文学の仕事も復帰させ、一方小
規模な農場の経営は難しく農場は閉じられた。 
戦前から書き始め既に宮城県移住の前に預け
ていた『ノンちゃん雲に乗る』を 1947（昭和
22）年出版するとそれはブームとなり、後には
映画化も行われた。1950（昭和 25）年、石井
は編集に請われて岩波書店に入社し、東京・荻
窪に居を構えた。岩波書店では、岩波少年文庫
の編集を一任される。 
岩波少年文庫編集に先だって、岩波書店は、
1950（昭和 25）年 4 月に「少年少女讀物百種
委員會」を結成して各界の500名に書目の選択
を依頼するアンケートを配り、その結果を同年
12月の『図書』に発表した。 
ただし、実際の岩波少年文庫の発刊に当たっ
ては、このリストにとらわれず、「私が読んで楽
しめる本、私にとって「喜びの訪れ」と感じら
れる本のリスト作りに熱中していったというこ
とだけが確かなのである」13と、石井がほぼ一
人でリストアップしたとされる。 
書目は主に世界の古典的名作および現代少年
文学の傑作から選ばれ、原作に忠実な翻訳が目
指された。岩波書店のこの「完訳主義」14の背
景には、その書目の選択に対する自信が窺える。 
なお、183 名からの回答の中に、当時委員の
一人でもある、平凡社『世界大百科事典』の編
集長林達夫から誘われて『児童百科事典』の編
集に携わっていた瀬田貞二からの1通もあった。
ここから石井と 9 歳年下の瀬田貞二との交流
が始まる15。瀬田は後年『指輪物語』や『ナル
ニア国ものがたり』をはじめとする多くの児童
文学の翻訳等に携わって多くの作品を提供し、
また絵本についての研究でも知られた。 
岩波少年文庫は、石井の 1954（昭和 29）年
5月の退社までに76巻を数え、石井の翻訳もの
が計8点が含まれていた。 
石井は、1953（昭和 28）年からは、岩波で
幼年向き小型絵本『岩波の子どもの本』の編集
にも携わる。まだ外国の絵本が自由に入手でき
る時代ではなかったので絵本コレクターでもあ
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った光吉夏弥の蔵書を中心に、石井を初めとす
る編集スタッフが編集にあたった16。 
1953 年 12 月と 54 年 4 月に出版された 12
冊のうち、石井は 1 冊の執筆（『ふくろ小路一
番地』）と 5 冊の翻訳をも担当した。こちらの
編集方針は、「日本では安くすることが多勢の人
に普及することになるので、安くすることを真
剣に考えました」と石井自身が述べたことが紹
介されている17。手に取る子どものことをまず
考えてのことであったといえる。 
松居直はこの『岩波の子どもの本』について、
「私は『岩波の子どもの本』で初めて絵本とい
うものを知りました。(略)初めて海外の物語絵
本を見て、絵本とはこんなにすばらしいものか
ということを知った」として、「戦後の児童書出
版に与えた影響は大きい」18と述べている。ま
た、図書館員であった小寺は「安いお陰で(略)
同じ本を何冊も購入でき、子供たちに渡すこと
ができました。年間の図書購入費が全体で
70-80 万円だった図書館で働く図書館員にとっ
て、二つの叢書（引用者注：岩波少年文庫と岩
波の子どもの本）でどんなに助けられたかわか
りません。」19と語る。 
石井は岩波書店退社後も制作に関わっていた。
1954年9月第3回配本となった「おそばのくき
は、なぜあかい」は「文・石井桃子」となって
いる。この作品には、石井が幼少期に姉から聞
かされた昔話が反映している。 
 
3.3 海外の児童図書館視察 
 石井は、坂西志保の推薦によりロックフェラ
ー財団の奨学金を得て、1954 年 5 月に岩波を
退社し、8 月から翌 1955（昭和 30）年 8 月ま
で、研究員として海外視察の旅に出る。その経
緯について石井は「子どもの文学というものに
ついても、自分の編集者の資格についても疑問
を感じはじめ、いつか立ちどまって考えたいと
思っていたところであった。そして、結局のと
ころ、そのような疑問を少しでも解くために、
外国の子どもの本を見てこようという気もちに
なり」視察を決意したことを述べている20。 
旅については、戦前から交流のあった『ホー
ンブックマガジン』創始者ミラー夫人が「綿密
すぎるほどの案をね」21っていて、実際、サン
フランシスコ、ロスアンジェルス等の公共図書
館や出版者の訪問で多くの児童図書館員に面会
した22。その中にはカナダ・トロント少年少女
の家のリリアン・スミスや、ニューヨークのア
ン・キャロル・ムーアも含まれることになる。
さらに、1955 年 1 月から 3 カ月間、ピッツバ
ーグのカーネギー図書館学校でネズビットの児
童文学の集中講義を聴講するのも、ミラー夫人
のプログラムによるものであった。また6月に
はヨーロッパにわたってドイツ・フランス・イ
ギリス・イタリアを回り、イギリスの児童図書
館員アイリーン・コルウェルと面会している。 
 斎藤惇夫は、「アメリカにいらした石井先生は、
アメリカの黄金時代の絵本の洗礼を全身であび、
私たちの国で本格的な絵本が生まれていく礎が、
石井先生の心の中にきずかれていくことになり
ます」23と、絵本画家が活躍し図書館も活発で
あった時代の米国を視察した影響を唱える。 
帰国後石井は、瀬田貞二、松居直、いぬいと
みこ、渡辺茂男らと子どもの本の研究会である
「ISUMI会」を開始する。「石井先生が向こう
の図書館や大学でとったノートは、帰国なさっ
てから、瀬田(貞二)先生のじっくり見るところ
とな」24った。瀬田貞二もまた児童図書館に注
目して、複数のエッセイで児童図書館について
言及し、また家庭文庫も始めている25。これら
には、石井の影響があったと考えられる。 
視察先と日本の大きな差を感じた石井は、大
人の書き手が「子どもの心から遠いものを書」
き、出版社は売れることを第一に乱発しては絶
版にしてしまうような日本の事態は、子どもに
とって大きな損失であるとして、「子どもと日本
で出ている本をいっしょにおいて、そのふれあ
うところを見、何か考える」26ために、月の半
分を過ごしていた宮城県鶯町の小学校で、5 年
生の児童に教室で本を読むことを始めた27。 
 
3.4 『子どもの図書館』とその後 
1958（昭和33）年、石井は荻窪の自宅の一角
を開放して「かつら文庫」を始める。その前に
すでに家庭文庫を主宰する村岡花子、土屋滋子
らと「家庭文庫研究会」を発足させていたが、
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かつら文庫は、石井にとって、子どもたちが実
際に本を読む姿を目の当たりにして、「子どもの
ためのよい本はどうあるべきかを、文章のひと
つひとつにいたるまで、勉強する現場」28とな
った。 
文庫を開始して2年後の1960（昭和35）年に
は、『子どもの読書の導きかた』（国土社）を出
した。この書では、かつら文庫で海外からの絵
本をその場で翻訳しながら子どもに読んで聞か
せたことも紹介している。 
そしてかつら文庫の活動の最初の7年の記録
を含めて岩波新書から発刊したのが『子どもの
図書館』(1965（昭和40）)である。このタイト
ルは第4章からとられており、そこでは、公共
図書館による児童サービス・子どもを対象とし
た公共図書館の必要性を説くことが本旨であっ
た。松岡は「石井さんがこの本にかつら文庫の
歩みとか家庭文庫の試みとか子どもの読書と子
ども図書室といった題を選ばず、子どもの図書
館としたことは、のちにこの本が与えた影響を
考えるとき、まことに意味のあることだったと
思います・・・けっして、かつら文庫のような
家庭文庫をつくりましょうと呼びかけたわけで
はないのです」29という。 
しかし、結果として本書は家庭の女性を勇気
づけ、家庭文庫の設置が急増した。1958(昭和
33)年調査では全国で50、1970（昭和45）年度
調査では265であった子ども文庫が、1974（昭
和49）年度調査では、2,064に上っている30。 
石井は後年、本書が自身の意図から逸れた効
果を生み、結果家庭文庫主宰者の多くが苦労す
るのを見かねて本書の再版を止めていることを
自身で語っている31。 
石井は、個人運営の文庫には限界があると考
え、1957（昭和32）年に発足させた家庭研究会
を1964（昭和39）年度で解散することを決めた。
地方の会友には、「その地区地区の公共図書館と
結びついて本の供給や読ませ方の指導をうけて
いただなければならないという結論にたどりつ
いた」からだという。かつら文庫もはじまって
数年立たないうちから法人化することを考えて
いた32。そして、1974（昭和 49）年になって、
かつら文庫は、土屋滋子の土屋児童文庫、入舟
町土屋児童文庫、そして松岡享子の松の実文庫
とともに、財団法人東京子ども図書館となった。 
石井はその後再度ヨーロッパ、カナダ、アメ
リカ（1967（昭和42）年）を、そして1972（昭
和47）年にはイギリスを訪ねた。1976（昭和51）
年にはカナダで開催された環太平洋児童文学会
議に参加、79（昭和54）年に再びオズボーン・
コレクションをたずねるためにカナダに行って
いる。石井はその間もそしてその後も、荻窪の
かつら文庫の二階を書斎として翻訳・執筆活動
を活動の中心に据えて業績を重ねた。 
かつら文庫自体は、石井が100歳を前にその
住まいを施設に移して以後、そして2008（平成
20）年の石井の永眠後も東京子ども図書館の分
室として存続し、週一度の開館を続けている。
石井の書斎には、植物事典や言語辞典等の多く
の参考図書のほか、刊行されるたびに見直して
訂正箇所に付箋を貼った多くの自著が残されて
おり、自らに厳しく常に勉強を怠らなかった姿
勢を窺うことができる。 
 
４ 石井桃子と児童図書館－石井の児童図書
館観を形作ったもの 
上記のように多くの業績を重ねた石井の、図
書館とのかかわりの原点に注目する。 
 
4.1“Realms of Gold in Children’s Books”
とミラー夫人との出会い 
石井自身のエッセイによれば、最初に手掛け
た子どもの図書室である白林少年館の頃に
“Realms of Gold in Children’s Books”との
出会いがあったという。この書は子どもの良書
のリストの集大成であり、のちの児童図書批評
誌“Horn Book Magazine”につながるもの
である。ポール・アザールは『本・子ども・大
人』の中で、これをアメリカの児童文学におけ
る業績として絶賛している33。 
同書との、最初の出会いを、石井は以下のよ
うに記している34。 
 
当時（引用者注：1961年頃)から二十五
年ほどまえのある日、私は東京の教文館の
本棚をながめていて、『黄金の国』Realms 
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of Gold in Children’s Booksと『子どもの
本の五年間』Five Years of Children’s 
Books という二冊の分厚い本を見つけた。
本の著者は Mahoney and Whitney とな
っていた。なかを見ると、注釈づきの子ど
もの本の図書目録で、本の解題やその著者
についての説明は懇切明快。ところどころ
にカット風に入っている挿絵も、じつに本
格的なものであった。児童文学史と挿絵の
歴史を兼ねているようなこうした図書目
録を、私ははじめて見たので、とてもうれ
しくなり、お金がたりなかったので、まず
前巻を買った。お金ができてから、また教
文館にいってみると、他の一冊も売れない
で残っていた。 
 
ボストンに本部のある女子教育産業組合（機
械化で仕事を失った女たちを教育し、仕事をあ
っせんする団体だったとのこと、という石井の
注釈35がある）の仕事の一環として、「マホーニ
ーという一人の若い婦人が―後にフィットニー
という婦人も手伝うようになったが―ボストン
の、あるビルの一室で1916年、「子どもの本屋」
をはじめた」36。その店から「本を売っている
うちに、良書はすいせんしなければならないし、
また読書の指導も必要だと考えだした。そして
図書館や PTA のような団体のために、小さい
パンフレットをだしはじめた」37。「つもりつも
って、そして、これが完成したとき、ミス・マ
ホーニーたちはリストを出しつづけることをや
め、それを『ホーン・ブック』という、子ども
の本の批評を専門とする雑誌にまで発展させた
のであった」38,39。 
このマホーニー(のちに結婚してミラー夫人
となった)は、「子どもの本屋」を始めたころ、
書店主フレデリック・メルチャーと出会って親
交を結ぶ。メルチャーは、自身の書店に初めて
児童書売り場を設けるなど、進取の気風があっ
た。やがてメルチャーがアメリカ書店協会の中
心人物になると出版物の向上に力を尽くし、と
くに児童ものの質を高めるために各出版社に児
童部を置いて専門の児童図書館員を編集者に迎
え入れるようにしたり、1919年に児童書週間を
提議、1922年にニューベリー賞を、1938年に
コールデコット絵本賞を制定して、「児童図書館
員と出版社と本屋とを一途児童出版向上の線で
結び合わせた」40とされる。瀬田はコルネリア・
メグスらの『評釈児童文学史』の冒頭でデディ
ケイト（献題）される「アメリカ児童文学の３
つの星」が、後述するアン・キャロル・ムアと
このミラー夫人、フレデリック・メルチャーで
あることを紹介している41。 
ミラー夫人が始めた子どもの本屋について、
石井は「読書室のついた、まるで一軒の家の応
接間のような感じの本屋」42で、「その本屋は、
本屋兼子どもの図書館のようなところであった
らしく、私の見た写真には、そこらじゅうに本
がならんでいて、暖炉の前に腰かけて本を読ん
でいる子どもの、たのしげな光景がうつってい
た。（これは私が若いころ、夢に見た「子どもの
部屋」にそっくりだった）」43と述べている。 
石井は“Horn Book Magazine”を購読し始
めた。そしてその編集者であるミラー夫人に、
石井が米国の児童書について手紙で質問を送り、
それに対して「誠実みのこもった返事をくれた」
ことから、石井とミラー夫人の親交が始まる。
戦争によって文通は一旦とぎれたものの、「戦後、
また通信しあうようになったころには、いつの
まにか、たがいを友人と考えるようになってい
た」44という。 
石井が、児童図書の編集出版を手がけるごく
初期のころに、この児童図書館の実践を踏まえ
た図書目録と出会っていたこと、そしてその編
集者バーサ・マホーニー・ミラーと親交を深め
ていたことは、石井の後の仕事の原点として、
注目すべきことといえよう。 
 
4.2 アメリカ児童図書館の先達キャロライン・
ヒューインズのブックリスト 
岩波少年文庫のために行ったアンケート結果
が掲載された同じ号（1950 年 12 月）に、石井
は、「子供のためのブックリスト、ふたつ」と題
した文章を掲載している。ここで、彼女はキャ
ロライン・ヒューインズ（米国）による“A book 
list for Boys and Girls”とフランスのグルー
ニイとレリシュによる“Beaux Libres Belle 
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Histoires”という児童図書館員による子どもの
本のリストを紹介した。 
この文章の中で石井は、“A book list for Boys 
and Girls”について、「アメリカの少年文学研
究書のなかに、何度もその本の名を見、また、
いかに女史の名が敬愛の念をもって挙げられて
あるかを見るにつけ、そのリストに挙げられて
いる本の名を知りたいと思っていた」という。 
ヒューインズは1875年にハートフォードの青
年図書館に勤め始めると、蔵書を刷新し、児童
書の高い基準を示した最初の図書目録“Books 
for the Young : A  Guide for Parents and 
Children”を作成した。ヒューインズは、学校
との連携を積極的に行い、無料化と同時に児童
室を開設してくつろいだ雰囲気にしつらえ、ブ
ックトークなどの催しも開催した45。 
石井は、そのヒューインズの 1882 年出版の
のちハートフォードライブラリーから増補して
出版されたリストをさらに 1904 年に増補改訂
した版（“A book list for Boys and Girls”）
を、上野の図書館で見たのである。当時既に古
書になりかけていたであろうそのブックリスト
の出会いは、先の“Realms of Gold in 
Children’s Books”のような偶然ではなく、石
井が求めて得たものであった。 
「それは四十頁ほどの見ばえのしないパンフ
レット」であったが、「はじめてそのパンフレッ
トを手にしたとき、その表面の古ぶるしさにひ
きかえ、内容の新しさにおどろかされ、何度も
それが五十年前に出されたものかと、ページを
くって確かめずにはいられなかった」として、
ヒューインズの選択眼を賞賛している46。 
そして、このヒューインズの業績を継ぐ「良
書スイセンの「大集成」・・と私には思われる」
と石井が称賛したのが、ミラー夫人らの
“Realms of Gold in Children’s Books”及び
“Five Years”であった。 
石井は、後年、岩波少年文庫を結局ほぼ一人
で選んでいくが、その背景に、児童図書館員に
よる子どもの本のリストに勇気づけられていた
こともあっただろうと小寺は言う47。 
後年、『図書館雑誌』（1958）に、石井は「キ
ャロリン・ヒューインズ女史：アメリカ児童図
書館の先達」と題した小文を掲載し、そこで、
このブックリストとの出会いを「上野の図書館
で、ぼろぼろになったこの本にめぐりあった時
は、ふしぎな友に出会った気がしました」48と
も述べている。アメリカ児童図書館の活動の「地
図のないところで道をつけていった」先達とし
て、ヒューインズの生涯を少女期から年代を追
って紹介しているが、「ある点では、いまの日本
の児童図書館員の仕事に、参考になることもあ
るかと思い」49と、当時の日本の未成熟な児童
図書館や児童図書館員への思いが背景にあった
ことをのぞかせている。 
 
4.3 児童図書館サービスの現場視察 
 1954-55 年の石井の研修旅行のプログラムを
決めたのは、先にも述べた通り、「友人」になっ
ていた、ミラー夫人50であった。 
 ヒューインズはすでに亡くなっていたが、ア
ン・キャロル・ムアは 82 歳で健在で、視察中
の石井との面会が期待された。 
ムアは、ヒューインズの後継者として、児童
サービス担当者として知られた人物である。児
童室をそれらしい装飾で飾り、ストーリーテリ
ングなどの児童サービスを行った。1906年にニ
ューヨーク公共図書館の児童図書の責任者とな
ると、児童に対する年齢制限を廃止して全ての
分館に児童室を設置した。1911年に新設された
本館内に児童サービス部局を設置し 1918 年か
らは「児童図書週間」を開始した。児童図書評
論のコラム活動を積極的に行って、ミラー夫人
の『ホーン・ブック』でも書評ページを担当し、
計43年間に渡って児童書評を発表しつづけた51。
ムアの書評で扱われるかどうかは、その図書の
売り上げに大きく影響するため、出版者たちは
ムアの評価を畏れていたという52。『ホーン・ブ
ック』を購読していた石井は当然ムアの書評に
も目を通していただろう。ムアの書評は、図書
館にとって、児童資料の選択の重要性を認識さ
せ、きびしい評価の基準をもって選ぶという基
本的な態度を徹底させるという役割を果たした。
そしてまた、1920年代から1940年代ごろまで
の児童図書の創作と出版に大きな影響を与えた
とされる53。 
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石井とムアとの面会の様子は、『世界』誌に「モ
ーアさん－忘れられぬ人」として書かれ、『児童
文学の旅』の一節としても収められている。「ア
メリカ児童図書館員の草わけ、児童文学批評会
では先達(略)－この人にいい批評を書いてもら
うと、本が売れ出すという伝説さえあるくらい
で－」54であるムアの矍鑠とした様子が描かれ
る一方、「モーアさんが育てたニューヨークの児
童図書館員とモーアさんの関係くらい羨ましい
ものはないと思って、私は眺めて来た」、という。 
石井の海外視察のプログラムに、リリアン・
スミスのトロントの少年少女の家への訪問を入
れるようミラー夫人に進言したのもムアであっ
た。石井は「トロント公共図書館の中の児童部
「少年少女の家」を四十年前にはじめたリリア
ン・スミスさんに会ったことは、いまもありが
たく思っている」と記している。後年、石井は、
リリアン・スミスの著作『The Unreluctant 
Years』を瀬田貞二や渡辺茂男と共訳で『児童文
学論』（1964）として出版する。子どもの本を文
学として評価することを論じ図書選択の基準を
示した書とされている。 
そしてまた翌夏になってわたったイギリスで
はアイリーン・コルウェルにも面会した。アイ
リーン・コルウェルともその後交流を続け、コ
ルウェルの“How I Became a Librarian”を訳
出した（『子どもと本の世界に生きて－児童図書
館員のあゆんだ道』）。コルウェルは1976（昭和
51）年訪日して、講演会を持つなどしている。 
1 年間の留学から帰国した後出席した児童図
書館研究会での座談会（1956（昭和 31）年）
では、アメリカの現状について「児童図書館も
図書館も、みんなの常識になりきっている」と
述べ、さらに大都市の図書館の児童サービスに
ついては、分館にもすべて児童図書館員がいて
「自分の鑑賞眼と一緒に子供の嗜好というのが
分かっている」図書館員が新刊書を分担して読
んで、推薦書のリストを出すしくみを紹介した。
そして、児童図書出版との関係について、子ど
もの本の批評に児童図書出版は大きな影響を受
け、よい本を出していれば7割は図書館に売れ
るので出版社は心配がない、という日本とは異
なる事情に、「図書館と出版社の関係ができてい
る。日本の出版にくらべると、なんと心配ない
ものだと思ったのです」と述べた55。さらに、「よ
い本で消えていくものがあるから、よい本をい
つまでも絶版しないで残しておくのが図書館員
の義務だといっていた」56とも紹介する。 
 さらに、「児童図書館員になる人が特に取らな
ければならないのは児童文学です。その児童文
学史をとると、どんな図書館に行っても新しい
本を選ぶ基準が立つのです」57と、児童文学史
から学ぶことを重視するアメリカの児童図書館
員の養成についても紹介している58。 
 「海外児童図書の出版事情」59（1957）と題
した小文でも、「アメリカでは個人が自分の本を
買う率は日本よりずっと少ないのです。では、
どこへ売られていくかといえば、第一が公共図
書館、第二が学校図書館です」「図書館があるた
めに、アメリカの児童図書の出版はなりたって
いると言っても、うそではない状態」と、繰り
返して児童図書出版の購入先の大半が図書館で
あるという当時の米国の児童図書出版の実情を
述べた。そしてその背景として児童図書館員に
よる批評活動をあげている60。 
 この海外視察で得た、児童図書館の役割につ
いて、石井は以下のようにまとめている61。 
 
まわってきた国々では、児童図書館と
いうものが、よい創作活動を推進し、また
その結果を本にする出版事業の支えにな
り、さらにまたその本を直接子どもの手に
とどけるという三つの仕事を一つでひき
うけている、べつのことばでいえば、この
五十年間、子どもの示す反応から学びなが
ら、本の標準を高め、それを堅持してきた
のは、児童図書館の大きな功績だというこ
とを見てきました。 
 
4.4 「かつら文庫」という実践とその基本 
 石井は視察から帰国後、「子どもと本をひとつ
ところにおいて、そこにおこるじっさいの結果
をみてみたい、と思っ」62て、東北の子どもた
ちに本を読む活動を経て、1958（昭和 33）年、
「かつら文庫」を始める。 
かつら文庫の活動は『子どもの読書の導きか
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た』(1960)『子どもの図書館』(1965)にまとめ
られた。どちらにも、かつら文庫で実際に子ど
もたちに読まれた本のリストがつけられている。 
前者に付けられた「かつら文庫の人気本」（「か
つら文庫で貸出回数も多く、また子どもたちが
折にふれてうわさしている回数の多いもの」）に
は、書誌事項だけでなく、石井の評や子ども反
応のようすも記されている。「文章の長いのが難。
民話を再話するときその語り口に十分注意しな
かったため生まれた欠点」（おなかのかわ）、「惜
しいことに、紙とさしえが悪すぎる」（ぴーたー
のぼうけん）、「（せかいのどうわ一年生につい
て）こういう題名のつけ方は、興味をひきにく
く、子どもがまず手をだすのは「ねずみくんの
はいきんぐ」というような具体的にわかるもの
だということがよくわかる。(略)本の題名の付
け方は、たしかに考える必要がある」、「この題
名のつけ方は、子どもの興味をひく上にはたい
へん損」（ちからのつく社会一年生）、「紙がわる
く写真がはっきり出ていないのが残念」（ぼくら
の切手）など、本の作り手、出版社の編集担当
者としての視点からの言及が見受けられる。こ
れは図書を総体的に評価する図書館での視点に
も通ずるものでもあるといえる。 
『子どもの読書の導きかた』の「６子どもの
しつけ」には「子どもが本を読むところ」「児童
図書館―または図書室」「外国の児童図書館」と
いう節がある。ここで、石井は、「日本の子ども
の本が、子どもの興味とぴったりしていない」
と、日本の児童図書出版と子どもとの乖離を嘆
く。そして、「欧米の子どもの本の出版が、図書
館に導かれ、支えられ、また図書館は本と子ど
もとの仲立ちをして、両方をたかめてゆく役目
をはたしている状態は、まったくうらやましい
ものでした」と視察してきた欧米の児童図書出
版と図書館の関係を理想として語り63、児童図
書を生成する側と受け取る側の子どもを結びつ
ける役割として児童図書館員の専門性への高い
評価と期待を示している64。 
 1964年の『図書館雑誌』には、「児童図書館
への願い」と題した小文を掲載して、「つみ重ね」
の重要性とそれをつなぐ公的なしくみとしての
児童図書館への期待を語る65。 
 
一つの本がある時代の子どもに読まれて、
また 20 年 30 年たってからの子どもに愛読
されるということはどういうことだろうか。
それはその本が一つの時代の子どもの求め
るものではなく、いつの時代の子どもにも訴
えかけるものを持っているということであ
る。(略)こうしてつぎつぎにつみ重ねられて
いく子どもの本は、その国の子どもの精神構
造の骨になるのだといっても、大げさすぎな
いだろう。（略）こうした広い範囲の精神的
な財産のうけわたしは、公共の児童図書館な
しには、けっしておこなわれない。 
 
石井は、「児童図書館の條件」（1959年 図書
館報『土』（金光図書館）への寄稿）でも、児童
図書館員について、「本と子どもの間を仲立ちす
ることを仕事にする人間、これが児童図書館員
であると私は思いたいのです。そのために、児
童図書館員は子供を知り、本を知らなければな
りません」と述べている66。 
 石井は、1966 年 12 月から 68 年 3 月にかけ
て、「子どもの本研究会」として、『私たちの選
んだ子どもの本』の編集・刊行に携わる。この
メンバーの一人であった荒井督子は、後に「私
が図書館員になったとき、石井先生は「図書館
のためによいリストをつくること。リストがな
いのは舵を失った船のようなもので、作家も見
当もなく書き、売るほうも売るための本屋に走
ってしまうから。図書館は子どもたちに好まれ、
読み継がれている本をしっかりつないでいく役
目がある」といわれ」たことを述懐しており67、
このリストは石井の児童図書館への思いの体現
といえる。 
この図書目録は、東京子ども図書館に引き継
がれ、1978 年、91 年、2005 年、2012 年に改
訂出版された。さらに、21世紀に入ってもこの
リストの精神を引き継いだ図書目録（『絵本の庭
へ 児童図書館基本蔵書目録1』）が出版されて
いる。 
 児童図書館員に求められる専門性として、児
童文学の歴史を踏まえた、児童図書に関する知
識、そしてそれを選ぶ力を、石井は特に求めた。
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そしてそれを石井は自身の児童図書出版・編集
の基礎に据えた。 
石井の翻訳・編集した図書が、いまだ数多く
信頼を得ている背景には、上のような石井の姿
勢があったといえよう68。 
なお、かつら文庫に通った経験者は、「子ども
を図書館につれていったとき、どういう本を薦
めるか、という物差しは、かつら文庫にこうい
う本が置いてあったかどうかでした」「棚に並ん
でいるどの本をとっても、質の高いよろこびを
与えてくれる本だという環境は、本当に恵まれ
た環境だと思います」「かつら文庫の本棚は前に
立ってわくわくどきどきする本棚でした。近く
に杉並の公共図書館もあったんですが、児童室
に行っても、これはつまらないと思いましたし、
小学校の図書館もあのころは、整っていなくて、
かつら文庫のほうがすばらしくって、端から端
まで読んでやろうと思いました」69と述べる。
この文庫のコレクションへの信頼、そして人や
その雰囲気が継続される安心感が、公立図書館
数が『子どもの図書館』の頃の660館(1965)か
ら3210館(2011)に増加した70現在でも、かつら
文庫や石井の精神を受け継ぐ子ども文庫が存続
し恃みにされる71一因であろう。子どもの本に
は選定・批評が重要であることを、利用者であ
る子ども自身が示している。 
一方、1996年の取材において、日本の公立図
書館について、石井は「図書館員が本を選べる
ようになるまでそこに居つけない」事態を残念
に思うと語っている72。批評力・選択力の養成
にも、石井が子どもの読書力育成においてたび
たび強調してきた「つみ重ね」が不可欠、とい
うことであろう。 
石井が児童図書館員の中心的な力に据えた、
批評力を備えた児童図書館員の養成について、
日本においても今一度深慮する必要があるので
はないだろうか。 
 
４ まとめ 
 石井と児童図書館の接点は、児童図書出版・
児童文学編集という仕事を通してが最初であっ
た。石井はその後かつら文庫を主宰したものの、
公立図書館で図書館員として勤務した経験はな
い。編集・出版の仕事を極めようとしたら、そ
の面でよい仕事をしていた米国・英国の先達は、
児童図書館員であった、ということだ。石井は、
子どもによい図書を手渡したい、という共通の
思いを米国の児童図書館員の仕事に見出し、ま
た視察を通してその仕事の重要性を一層強くし
て、児童図書館員の仕事の実際を彼女独自の言
葉で伝えた。 
石井が視察した時代の米国図書館は、
1920-30 年代のアメリカ絵本の成熟期と称され
る時代を経て、潤った児童図書出版とよい関係
を築いた時代にあった73。 
その時代の出版事情や図書館の状況を見た石
井が児童図書に係る仕事の中心に据えたのは、
本を選ぶ力・批評力であるといえる。よい本を
見極める力が必要であることを、彼女は英米の
先達の仕事を通して伝える。そしてまた、かつ
ら文庫という場でそれを実践し、その姿勢を基
礎において多くの翻訳・著作活動を続けた。 
日本の公立図書館が、｢よい創作活動を推進し、
またその結果を本にする出版事業の支えになり、
さらにまたその本を直接子どもの手にとどける
という三つの仕事を一つでひきうけ｣74る力に
なりえているか、その課題は何か、について今
後検討が必要であると思われる。 
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